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研究成果の概要（和文）：乳がんの治療では、乳房形状を保つことが重要である。現在は、主観的に４段階評価
しているが、その評価の信頼性は明らかになっていない。本研究では、乳房温存術後照射を受けた患者の乳房形
状を3Dスキャナと写真により、乳房の左右差を数値で評価した。同時に、乳房の整容性を主観的に評価し、数値
データとの関連性を求めた。この研究により、主観的な整容性の評価がばらつく主な要因は、手術痕の捉え方で
あることが判明した。また、患者評価は、感情などの影響を受けていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Cosmetic outcome is important for breast cancer treatment. Currently, 
subjective evaluation on a four-stage scale is used for cosmetic evaluation of breast, but the 
reliability of this assessment has not been established. In this study, the breast shape of patients
 who underwent radiotherapy after breast-conserving was evaluated numerically using a 3D scanner and
 photographs to assess the asymmetry between the breasts. Simultaneously, the subjective cosmetic 
evaluation of the breast was conducted, and the correlation with numerical data was examined. This 
study revealed that surgical scars are the main reason for the variability in subjective breast 
cosmetic evaluation. Furthermore, it has become apparent that patient self-evaluation was influenced
 by emotional ramifications.

研究分野： 医学物理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、乳癌に対して新しい治療法が多く考案されている。各治療法における整容性の期待値は、患者が治療法を
選択する上で重要な情報である。今回の結果から、主観的な整容性の評価では、観察者間変動が大きいことが明
らかとなり、臨床試験などで治療法による整容性の優劣を比較する際には、統一された定量的な評価手段の必要
性が示唆された。
また、主観的に評価した整容性に最も寄与する因子が明らかになったことで、その因子を抑制する治療法の開発
が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 

乳癌は乳腺組織に発生する癌である。わが国の女性における罹患率、死亡率とも上昇してお

り、国立がん研究センターの予測では、2016 年の罹患率は 1位（約 9万人）、死亡率は 5位

（約 1 万４千人）とされている 1)。わが国の乳癌罹患者の特徴は、欧米より 10 才程度若く

45-50 才にピークがあるため、美容に関する意識が高く、治療後の乳房の整容性（美しさ）

を保つ事が重要視されている点である。 

乳癌の治療成績の評価では、局所制御率、副作用発生率、整容性が用いられる。整容性は乳

房の美しさを意味し、女性にとって整容性が良いか否かは、治療法を選択する上で重要な情

報になっている。 

現在、最も広く用いられている整容性評価法は、Harvard scale である 2)。健側と患側を目

で比較して、どれほど差が生じているかで評価する。この評価法では、Excellent：変化無

し / Good：わずかな変化 / Poor：明らかに変化 / Fair：著しく変化、の 4段階に分類さ

れ、Excellent と Good の割合が多いほど、整容性が良い治療法とされる。簡便であるが、

この評価方法は審美性も含むため、主観的評価（観察者間変動）が生じると予想される。 

 

2. 研究の目的 

本研究の目的は、観察者に依存しない整容性評価法の確立に向けた基礎データの取得であ

る。乳房温存術後照射の主観的な整容性評価における傾向とばらつきを把握する。主観的に

乳房の整容性を判定した際、どの因子（乳頭の位置、乳房形状など）に最も影響を受けるの

か、許容範囲はどの程度なのか求める。この因子と許容範囲が明らかになれば、整容性の患

者満足度を向上させるために必要な対策が判明する可能性がある。また、整容性低下の因子

を生じ易い患者特性（腫瘍床が C領域に存在、切除重量が大きいなど）を求める。 

 

3. 研究の方法 

乳房温存術後照射を受けた患者 50 名を対象とし、単施設前向き研究として実施した

（UMIN000029128）。整容性の評価方法には、Harvard scale による 4 段階評価

（Excellent/Good/Fair/Poor）を用いた。評価時期は、放射線治療前、照射後 6ヶ月、12ヶ

月、24 ヶ月の 4 回とした。整容性の評価は、患者評価と、放射線腫瘍医評価、診療放射線

技師（技師）20 名による写真評価を実施した。写真撮影は、デジタルカメラと 3 次元スキ

ャナを用いた（図１）。具体的には、下記の手順で実施した。 

(1) 放射線治療を受けた乳癌患者の乳房の 3 次元データを収集した。スキャン範囲は、首

からみぞおちの範囲とした。 

(2) (1)のデータを Computer graphics ソフトウェアに取り込み、患側と健側の乳房を比較

し、乳房の左右差を数値化した（乳頭と両鎖骨中点の距離、乳房最下垂点の位置など）。 

(3) (1)と同時に，乳房の整容性を放射線治療医と技師、患者本人で主観的に評価した。 

(4) (2)と(3)のデータを用いて、人間が評価する整容性に最も寄与する因子の解析を行った。 



  

図 1．乳房の 3次元データ（模擬ファントム） 

 

4. 研究成果 

整容性評価を Excellent/Good と Fair/Poor の 2群に分類し、技師評価と患者評価の一致率

を求めた場合、温存術後で 57.2%、照射後 6ヶ月で 63.3%、1 年で 70.7%、2 年で 72.3%とな

った（図 2）．温存術後の時期では、一致率は約半分に留まっており、技師評価と患者評価

に乖離が生じていることから、整容性の主観的評価の懸念を裏付けるデータとなった。この

要因の１つとして、患者評

価が心理的な影響を大きく

受けていることが挙げられ

る。治療前の医師の説明、こ

れまでの経験、治療後の時

間経過などによって、乳房

形状が変化していないにも

関わらず、評価が変化した。

放射線治療前の評価時期で

は、手術が無事に終わった

安堵感などにより整容性の

評価が高くなったが、日常生活を取り戻すに従って低下した。一方、技師の評価は、手術痕

の捉え方によって判断が別れた。医師の評価は、最も寛容であった。医療スタッフも、評価

前には適切なトレーニングを受ける必要がある。 

本研究は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、研究内容とスケジュールの変更を余

儀なくされた。整容性を低下させる因子が生じ易い患者特性など、 一部の解析については

持ち越すこととした。 
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図 2. 整容性の一致率（技師評価と患者評価） 
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